
 平成 20年度「新たな公」モデル事業の活動状況 

①「美しく安全な国土の管理・継承に向けた地域内循環事業スキームの構築及

び事業計画の策定」 

１．農業体験事業の企画・実施 

（実施状況） 

都市と農村の交流による「美しい地域形成」プレイベント（夏休み親子農村

体験）の開催 

・開催日時：平成 20 年８月９日（土）9:30～16:30 

・参加者：都市住民 20 名、地元住民 46 名、内：子ども 27 名 

 ・内容のまとめ：新たな公モデル事業を本格的に推進していくにあたり、プ

レ事業的な意味合いで、都市住民と地域住民との交流による美しい農村環

境の保全活動及び地域ＰＲ活動を実施した。 

清流千種川の河川清掃からスタートして、アユのつかみ取り、取ったアユ

や地域産農産物を用いたバーベキューを行い、地域で保たれてきた清流や

土の恵みを堪能することで、豊かな農村地域の環境保全を、様々な主体の

協働により進めていくことの重要性を学んだ。また、午後からは舞台を近

傍の山村地域に移動し、地域の里山散策と住民との意見交換会を開催し、

農山村地域の良さをＰＲし、都市と農村との交流による集落活性化を進め

ていくことを確認した。 

 

           開会式の様子。 

阪神間の都市住民と町内・地区内の住民約 70 名が集

う、大きなイベントとなった。 

 

 

千種川河川敷の清掃活動では、小さいながらも数々の

ゴミが集められた。また、草刈りも行い、美しい河川

環境を保つ取り組みを都市部（地域外）・地域内双方

の住民で行った。 

 

河川清掃、環境保全活動のご褒美として、バーベキュ

ーを行い、千種川のアユや地元竹万の農産物を心ゆく

まで堪能し、住民相互の親睦・交流を行った。また、

地元の方のご協力で、数日前に捕獲された鹿肉も振る

舞われた。獣害となっている鹿を食し、改めて環境保

全、農地や里山への人の関与の重要性を実感した。 

（実施状況） 

都市と農村の交流による「美しい地域形成」秋のイベント（農業収穫体験）

の開催 

・開催日時：平成 20 年 11 月８日（土）10:30～15:00 

・参加者：都市住民 11 名、地元住民 17 名、内：子ども 12 名 

 ・内容のまとめ：本事業における大きな柱と考える、都市住民と地域住民と

の交流による美しい農村環境の保全活動及び農地の維持・利活用推進のき

っかけとして農業収穫体験を実施した。 
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実際に農作業を通じて、農業・農地の重要性を知るとともに、地域だけで

は維持が困難なことを実感することとなった。 

また、午後から行った意見交換会では、都市住民の中からも再度来訪する

意向を確認するなど、今後も継続的な交流による地域の環境保全、農業・

農地の維持活動が行われることを期待させるものとなった。 

 

 

          開会式の様子。 

          開会時は小雨交じりだったが、参加者は雨合羽を着るな

ど、農作業ヤル気十分であった。 

 

 

          天候をうかがうため、農業収穫に先立ち、臨時に会場に

設置した農産物直売所でのお買い物を楽しんだ。 

農家が直接運営する直売所だけあって、価格・商品の質

ともに十分であった。特に都市からの来訪者は両手に農

産物を抱えて大満足であった。 

このような取り組みを通じて農業者を支えていくこと

の重要性を学んだ。 

 

          農業者の指導を受け、まずサツマイモ収穫から行った。

          サツマイモがどのように生育しているのかなども間近

に見ることができ、農業・農地の大切さを知るとともに、

農作業の辛さも実感した。 

 

 

          お昼休みには、収穫されたサツマイモの焼き芋や、地元

農産物がふんだんに入った味噌汁が振る舞われた。ま

た、地元有志による傘踊りが披露され、地域に残る伝統

芸能の良さも実感した。 

 

          都市住民と農業者・地元住民との意見交換会では、竹万

地区の良さを参加者全員で確認するとともに、今後も継

続して交流を通じた農業・農村の保全活動、農地の有効

利用について取り組んでいくことを確認した。８／９の

プレイベントに参加した家族が３家族あり、既に竹万の

ファン（リピーター）となっているようであった。 

（実施状況） 

地域内の多様な主体の交流・連携による「新たな公によるむらおこし」イベ

ント（都市公園・新橋梁開設イベント）の開催 

・開催日時：平成 21 年３月 29 日（日）9:30～13:00 

・プログラム：竹万産餅米を用いたつきたて餅の振る舞い、竹万産農産物を

用いた手作りこだわりパンの販売（地元料理教室との連携による試験的販

売事業＝コミュニティ・ビジネスのモデルとして実施）ほか 
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・参加者：地元住民 約 200 名 

・内容のまとめ：地域産農産物を活用した加工品（本イベントでは菓子パ

ン）の製作・販売を通じ、地域農業の重要性や地産地消の重要性を、地

域住民とともに考えるきっかけとなった（パン販売（わさび菜パン 178

個、にんじんパン 30 個）は、約 45 分で完売。売り上げ￥20,800）。そし

て、農地の重要性やふるさとの農村風景、美しい国土の大切さも考える

きっかけとなった。さらには、地域住民が主たる構成員となっているま

ちづくり協議会と、地域の事業者が主たる構成員となっている竹万あゆ

み協議会、町行政、ＮＰＯ、地域グループが連携した初めての地域交流

事業となったことで、地域が主体となったまちづくり、美しい国土形成

への今後の布石となったといえる。 

 

        地元産農産物使用こだわりパンの販売 

        コミュニティ・ビジネスのトレーニングの場として 

        地域交流イベントを活用した加工品（こだわりパン）

        の販売を実践。 

 

 

        わさび菜パン 178 個、にんじんパン 30 個用意。 

        イベント参加者を中心に購入いただき、約 45 分 

        で用意した全ての商品を完売。 

 

        パンの製作・販売は、コミュニティ・ビジネス研修の

        受講生である肥岡料理教室（手づくり総合教室）の 

        方々が実施。材料提供は、地元・あゆみいきいき農産

        物直売所が実施。 

        売り上げの約 10％は、材料費として地元農家に還元。

 

        地元の餅米、よもぎ等を使用した餅つきと餅の振る舞

        いも事業の一環として実施。 

        多くの地元中学生、小学生が参加し、地元の恵まれた

        資源の大切さを実感するきっかけとなった。 

 

２．コミュニティ・ビジネス研修 

（実施状況） 

・開催日時：平成 20 年９月 30 日(火)～12 月 16 日(火)までの計５回開催 

・参加者：延べ 126 名（第１回 46 名＋上郡町長（開会挨拶のみ）、第２回

26 名、第 3回 17 名、第４回 18 名、第５回 16 名＋傍聴者（２名）） 

 ・内容のまとめ：最終的には４つの班から、それぞれ①転作田を有効活用す

るためのコーディネート事業、②旬の地元産農産物を使ったこだわりパン

の製作・販売（食の達人とホームメイド協会直轄校肥岡料理教室とのコラ

ボレート）、③コミュニティ・サロン起業、④子育てサポート隊の起業 の

４つの事業が提案された。特に①、②については、農地・農業者の理解と

協力を得られることが可能と思われ、今後、事業収支を含めた具体化が期
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待されている。また、③、④についても各関連団体等へ働きかけることで、

実現性が高まると思われる。今後は、これら事業の具体化を地域（住民・

農業者・事業者等）、ＮＰＯ等の連携のもと検討していく予定である。 

 

          ９月 16 日開催の第１回は、細内信孝先生のご厚意によ

り、広く一般の町民等を対象に講演会形式で実施した。

          約 50 名の聴講者を集め、地域再生研究センター理事長

の挨拶の後、上郡町長も挨拶に訪れ、盛大に開会された。

          細内信孝先生からは、地域の活性化に向けて、「新たな

公」による取り組みの重要性、継続していくためのツー

ルとしてのコミュニティ・ビジネスの有効性についてお

話があった。 

          これから４回の事業計画立案に向けたワークショップ

形式の研修を通じて、地域の循環型活性化方策について

検討していくこととなった。 

 

          第２回～４回は受講生が４班に分かれ、それぞれが設定

したコミュニティ・ビジネスのテーマを実現するための

事業計画の検討をワークショップ形式で行った。 

 

 

 

          受講生である女性グループ（地元料理教室）のメンバー

は、毎回、地元農産物を使用したパンやお菓子の試作品

を持ち込み、早速、コミュニティ・ビジネスとしての具

体化策、成り立たせるための有効策を模索していた。 

 

          第５回（最終回）は、各班で検討した事業計画を、国土

交通省や兵庫県庁職員も聴講する中、発表し、広く意見

や指摘を頂戴した。また、細内先生からの講評もいただ

いた。今後は、これらの意見を参考に、事業計画の完成

度を高めていくために、受講生（地元農業者、地域住民、

各種団体メンバー）は意気込みを新たにしたところであ

る。 
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場所 兵庫県赤穂郡上郡町竹万（ちくま）・行頭（ゆくとう） 

日程 ２００８年８月９日（土） 

現地：９：３０～１６：３０ 

   （早めに切り上げることもあります） 

イベントの会場（右の地図を見てね） 

内容 アユのつかみ取り、バーベキュー 

（鹿肉、アユ塩焼き（1人3匹まで） 

地元の農産物など）、スイカ割り、 

貴重な植物“チスジノリ”の自生地 

見学、集落内の散策、安室ダム周辺 

の散策など 

※お土産に地元のメロンとトマトがあるよ！ 

これだけは必ず守ってね（注意事項） 

・ スタッフの人の言うことは、ちゃんと守ろうね 

・ 川へ入るときは、必ずサンダルなどの履き物を履いてね。裸足で入るととて

も危険だよ。足を切ったりするからね！ 

・ アユはたくさんいるから、川で人を押したり、走ったりしたらダメだよ 

・ 連絡事項はマイクで案内するので、ちゃんと聞くようにしてね 

・ トイレは、土手を上がった「ＪＡ旬彩蔵上郡（農産物直売所）」又は「マッ

クスバリュ」を利用してね 

保護者の方へ（お願い） 

・ 安全管理については、スタッフも細心の注意を払いますが、スタッフの人数

にも限りがあります。お子様から絶対に目を離さず、保護者様ご自身での安

全管理もお願いします。（我先に、はおやめください） 

・ 特に、川への入水は、お子様だけでは行わないようにご注意ください。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｉｎ 上郡 
か み ご お り  

－－連連絡絡事事項項とと今今日日ののププロロググララムム  －－  
川で遊んだり、河原でバーベキューしたり、楽しいことがいっぱいだけ

ど、注意事項は守ってね！ 

旬彩蔵上郡 
竹万会場 
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“夏休み親子農村体験”今日のプログラム  

 

9：30  開会 

9：45  河川清掃（ゴミ拾い、草刈りなど） みんな、お楽しみの前に少しだけ協力して

ね！ 

10：30  アユつかみ取り、バーベキュー 

11：15  スイカ割り・川遊び 

11：45  チスジノリ自生地見学 

12：20  竹万会場 閉会 

バス乗車前に「マックスバリュ地元特産品コーナー」「JA 旬彩蔵上郡」にて

地域の農産物のお買い物・トイレ等（約30分） 

13：00  バス乗車・移動 上郡町行頭集落・安室ダムへ（現地13：30行頭到着）※

13：40  集落内や安室ダム周辺の散策※ 

15：20  体験の感想・意見交換会※ 

16：15  行頭会場 閉会※ 

※予定変更の場合あり。 

 

－千種川流域（安室川：やすむろがわ）の自然について－ 

 

この地域を流れる安室川（やすむろがわ）には、たいへんめずらしい藻（藻類：そうる

い）の「チスジノリ」が自生しています。兵庫県では、ここだけです。 

このチスジノリは、流水中の岩や木などに付着して生育します。色や形が血管に

似ていることから「血条苔（ちすじのり）」の名前がついたそうです。 

生育する時期間は、11月から 3月頃といった冬季のため、今の時期（夏場）は

見ることができません（ごめんなさい・・・）。 

安室川では、地域の中学生などが中心となって保護活動（川を大切にして、いつ

までも生育するように守る取り組み）が行われています。 

みなさんも、生き物や植物がたくさん育つことように、川を大切にしていきまし

ょうね。そして、むやみやたらに採ったり、持ち帰ったりしないようにしましょ

う。 

秋には、またイベント（農産物収穫祭など）を開催する予定です。その時には、

実物が見られるかもしれませんよ。ぜひ参加してください。お楽しみに！ 
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これだけは必ず守ってね（注意事項） 

・ スタッフの人の言うことは、ちゃんと守ろうね 

・ 道路を歩いて移動するときは、車に十分気をつけてね！ 

・ 連絡事項はスタッフが案内するので、ちゃんと聞くようにしてね 

・ トイレは、「竹万公民館」を利用してね 

保護者の方へ（お願い） 

・ 安全管理については、スタッフも細心の注意を払いますが、スタッフの人数にも限り

があります。お子様から絶対に目を離さず、保護者様ご自身での安全管理もお願いし

ます。 

・ 特に、道路を移動する際は、お子様に付いて歩くようにご注意ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

場所 兵庫県赤穂郡上郡町竹万地区周辺 

日程 2008年 11月 8日（土）現地10：30～15：３0 

   神戸三宮集合 ８：１５（国道２号沿い、三宮ROUND１前） 

   竹万現地集合 10：１５（竹万公民館） 

ｉｉｎｎ  上上郡郡  
か み ご お り  

秋はおいしいものがたくさん！ イモ掘り、シイタケ狩り、

また里山散策などで、農村の秋を満喫してみませんか？ 

内容 イモ掘り、シイタケ狩りなど地元農産物の収穫や苗付け体験、

焼きイモなど地元農産物などの振る舞い、里山散策、地元農家

の方々とのふれあい など 

秋の農業収穫祭！！ 
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 “秋の収穫祭・農村自然体験と都市農村の交流”スケジュール 

農作業を指導してくださる地元の農家の方 

・ イチゴの苗付け担当：高橋 學さん（あゆみいきいき農産直売所） 

・ サツマイモ掘り担当：和田 兵衛さん（      〃     ） 

・ 椎茸狩り担当：三浦 康弘さん（      〃     ）ほか大勢のみなさん 

 

 

8：15  集合（神戸・三宮：国道2号沿い、ＲＯＵＮＤ１（ボーリング場）の前） 

10：20  （観光バスで移動）現地到着 ※直接現地にお越しの方は 10:15 に竹万公民館へ 

10：30  開会・農地への移動 

10：50  イチゴの苗付け体験 

11：20  サツマイモ掘り体験 

12：10  農村・里山散策、里山でのシイタケ狩り 

13：00  地元有志による笠踊り披露、焼きイモなどの地元農産物の試食・昼食 

14：00  体験の感想・意見交換会 

14：45  閉会、バス乗車前に「JA 旬彩蔵上郡」にて地域の農産物などのお買い物・トイレなど

（約30分） 

15：30  神戸へ出発 

 

 

 

 

【会場へのアクセス】 

 

 

 

 

 

 

 

 

県道５号上郡姫路線を上郡方面へ 

上郡あゆみ橋（千種川）を渡って、次の交差点（竹万南）を左（南）へ。 

雲津橋を渡ってすぐを、右に曲がると竹万公民館です。 

※この事業は、国土交通省「新たな公」によるコミュニティ創生支援モデル事業の一環として実施します。

竹万公民館 

ここに見える建物が

竹万公民館です！ 

JA 旬彩蔵 

イチゴ苗付会場

いもほり会場 

シイタケ狩り会場 
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